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本
校
よ
り
卿希望條
設
計
案
に
關
す
る
本
省
よ
り
の
照
會
繊瀦蝿蝶
緯
．
第
一
節
地
域
の
廣
袤
と
建
築
の
偉
觀
本
校
敷
地
決
定
ま
で
の
経
緯
は
蕊
に
述
べ
た
が
、
現
在
の
校
舎
建
築
ま
で
に
も
亦
、
相
當
の
曲
折
を
免
れ
な
か
っ
た
。
（
圖
面
参
照
）
即
ち
文
部
省
會
計
局
長
久
保
田
讓
氏
の
方
寸
に
依
っ
て
大
鵠
の
方
針
が
定
め
ら
れ
、
三
等
技
師
山
口
半
六
、
四
等
技
師
久
留
正
道
二
氏
の
手
に
成
れ
る
設
計
案
に
關
し
て
、
本
省
よ
り
は
左
の
如
き
照
會
が
來
た
。
貴
校
建
築
一
一
係
ル
大
艦
ノ
計
聲
別
紙
繪
圖
面
竝
一
一
説
明
書
之
通
調
製
候
二
付
一
應
及
御
廻
付
候
條
右
ハ
貴
校
ノ
御
見
込
モ
有
之
候
ハ
、
承
り
度
候
此
段
及
御
照
會
候
也
文
部
省
會
計
局
長
久
保
田
讓
第
五
高
等
中
學
校
長
野
村
彦
四
郎
殿
迫
テ
本
件
差
急
キ
候
二
付
早
々
何
分
之
御
答
有
之
度
且
又
繪
圖
面
式
葉
其
他
共
御
返
付
相
成
度
候
也
是
に
對
し
て
、
本
校
よ
り
は
左
の
如
く
希
望
を
申
立
て
た
。
｜
西
南
隅
ハ
人
家
ナ
ヒ
ハ
校
舎
全
艦
ノ
位
置
ヲ
今
少
シ
ク
北
東
へ
寄
セ
候
義
ハ
相
叶
申
間
敷
哉
一
當
地
ハ
ー
艦
西
受
ケ
ノ
地
一
一
シ
テ
午
後
ノ
日
光
遇
ケ
レ
パ
建
築
上
一
一
有
害
無
之
候
ハ
マ
物
理
化
墨
教
場
等
ノ
棟
モ
本
校
ト
同
第
三
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
一
一
五
明
治
二
十
年
十
月
十
四
日
第
三
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
文
部
省
會
計
局
長
内
『
讓
１
１
～建築の模
溌（第五
高
等
中
學
校新築落
成報告）
建築エ事
着手の方
法に閥す
る
通
牒
第
三
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
一一一ハ
ジ
向
二
建
築
相
成
間
敷
哉
一當地ハ雨多キ所ナレバ雨天鵠操場ハ百五十坪乃至気百坪位一一致度嘉
一舎監室ヲ寄宿生徒ノ通行口則チ中央ノ位置へ移シ度事
一営地ハ午後ノ日光狸ケレバ寄宿舎ノ棟モ方形ヲ止〆各棟共本校ト同ジ向キー一相成間敷哉
而して其の希望條件が、どの程度まで容れられたか、詳細には解り兼ねるが、雨天鵠操場や寄宿舎の如きは、
確にその通りに、若くはそれに近くなってゐることが知られる。然るに建築工事着手の方法に就いては、明治一一
十一年一月廿八日附を以て、久保田局長より野村校長宛、左の如き通牒が來尤。
貴校建築工事着手ノ方法ヲ鍵更シ會肚ノ総請負ヲ止〆專ラ技師一一於テ直轄致候事一一相成候就テハ今般山口技師
出張ノ上諸事可及御打合候間可然御取計相成度且右工事一一開スル會計事務之儀ハ貴校倉計主任ヲシテ取扱ハシ
メ度候間右貴官ヨリ同主任へ御下命相成度此段御通牒労御依頼候也
かくて新校の模様は、一一十三年十Ｈ十日、新校開校式に於ける久留正道氏の「第五高等中學校新築落成報告」
に依って知られる。即ち、
文部省直轄第五高等中學校舎新築絃一一成り本日竣工ノ式ヲ墨ケラル依テ柳力該工事ノ顛末ヲ褐ヶ左一一一言ス
抑モ文部省一一於テ當校敷地ヲ熊本縣飽田郡黒髪村一一選定シ建築一一着手シクルハ實二明治廿一年一月ニシテ當初
文部省會計局長久保田讓氏大艦ノ方針ヲ定〆指示セラレクル一一基キ小官文部一一一等技師山口半六氏ト該建築ノ設
計ヲ爲シ爾來文部書記官蒲原忠藏雇大場景貞等ノ諸氏ト共一一其工事ヲ薫督シ歳月ノ久シキーー彌ルモ幸一一異常ノ
喜一一榧へサル所ナリ
當校建築ハ合面積式千七拾五坪餘一一シテ其費額金拾萬圓ヲ要シタリ而シテ其費額ハ全ク熊本縣ヨリ創立費トシ
テ文部省一一差出シタルモノ一一係ル而シテ此金額支出ノ厘分ト建築工事ノ順序トヲ略言セハ櫛ネ左ノ加シ
一敷地ハ面積五葛千一一一百六坪萱合六勺一一シテ此ノ地購入代金登萬’一一千百五拾七回拾七銭六厘ナリ
｜本校ハ煉化石造二階建武百八拾四坪餘一一シテ此建築費金載萬五百四回式拾威鍍式厘明治廿一年一一月起工同
廿二年八月竣工セリ
ー化學實験場ハ煉化石造平家建百試拾九坪餘ニシテ此建築費金七千百式拾三圓五拾六銭萱厘明治廿一年五月
起工同廿一一年十一一月竣工セリ
一物理學實駿場ハ煉化石造り平家建百武拾七坪餘一一シテ此建築費金六千六百七拾七圓七拾武鐘七厘明治廿一
年八月起工同廿一一年十一月竣工セリ
一寄宿舎ハ木造二階建厨房浴室食堂ハ平家建一一シテ合計八百減拾九坪餘此建築費金武萬八千七百七拾回五拾
八銭八厘明治廿一年十月起工同廿三年一月竣工セリ
一事務所ハ木造平家建百四拾七坪除一一シテ此建築費金一一一千八百圓五拾八銭宣厘明治廿二年一一月起工同年九月
障碍ナク事業ノ進歩ハ豫期一一蓮ハス絃一一竣工ヲ告クルー一至リシハ菅二當校ノ慶幸ナルノミナラス小官等モ亦欣
竣工セリ
雨天鵠操場ハ木造平家建百五拾六坪一一シテ此建築費金千五百五回九銭散厘
第
三
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
一
七
（‐
１
１
１
仙
等
中
》
學
と
の
政
面
積
比
本
館
の
竣
鐘
座
辨
罷
､
右
の
報
告
書
に
依
っ
て
知
る
通
り
、
敷
地
五
萬
一
千
三
百
六
坪
餘
が
、
｜
萬
一
一
一
千
百
五
十
七
圓
餘
を
以
て
買
收
が
出
来
た
と
す
れ
ば
、
坪
當
ｂ
一
一
十
五
銭
五
厘
狸
に
も
な
っ
て
ゐ
る
の
に
、
薔
學
部
を
別
と
し
て
、
本
校
部
の
み
に
こ
れ
程
の
地
域
を
定
め
た
の
は
、
流
石
に
先
人
の
卓
見
で
あ
り
，
吾
人
が
今
に
其
の
恩
恵
に
浴
し
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
の
で
あ
る
。
今
明
治
二
十
五
年
調
に
依
り
、
他
の
高
等
中
學
校
と
比
較
し
て
見
る
に
、
第
一
は
東
京
市
本
郷
匡
向
ケ
岡
彌
生
町
三
萬
九
百
八
十
一
坪
餘
、
第
一
一
は
仙
臺
市
尋
常
中
學
校
跡
一
一
一
萬
二
千
一
一
百
七
十
一
一
一
泙
餘
、
第
一
一
一
は
京
都
市
左
京
Ｅ
吉
田
二
萬
八
十
一
一
一
坪
，
第
四
は
金
澤
市
仙
石
町
一
一
一
七
一
一
萬
一
一
千
七
百
十
七
坪
餘
に
し
て
、
本
校
の
廣
麦
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
五
蔦
’
千
餘
坪
の
中
に
、
二
千
餘
坪
の
建
築
を
爲
す
と
す
れ
ば
▽
今
少
し
く
束
に
寄
せ
て
置
い
た
な
ら
ば
、
運
動
場
武
夫
原
も
そ
れ
だ
け
寅
く
な
り
、
鐙
操
そ
の
他
各
種
の
運
動
に
一
層
便
利
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
叉
、
若
し
さ
う
し
た
な
ら
ば
、
後
年
の
工
學
部
増
設
の
際
に
は
、
果
し
て
何
れ
の
場
所
を
鐸
ん
だ
受
ケ
ク
ル
事
ナ
シ
只
事
務
所
ヲ
移
セ
シ
ノ
ミ
又
假
校
〈
去
ル
十
五
日
返
却
セ
リ
Ｌ
と
返
事
し
た
上
、
更
め
て
移
縛
届
取
梢
を
爲
し
、
第
三
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
一
一
九
の
た
ら
う
か
。
表
門
と
中
門
と
の
間
が
勺
溝
淵
校
長
時
代
ま
で
、
一
；
熱
扣
．
Ｔ
離
可
》
…
〈
:瓦`》
''-.'■
lＬＩＲ
第
三
章
新
校
建
築
と
共
役
の
第
五
高
等
中
學
校
一
一
八
一
教
師
館
二
棟
〈
木
造
平
家
造
百
九
拾
坪
一
一
シ
テ
此
建
築
費
金
五
千
一
一
一
百
敵
拾
八
回
四
拾
七
銭
威
厘
以
上
ハ
當
校
建
築
ノ
主
要
一
一
シ
テ
其
他
生
徒
控
所
銃
器
庫
物
置
〈
建
坪
武
百
拾
坪
ニ
シ
テ
之
二
要
ス
ル
費
用
ハ
金
武
千
四
百
六
拾
回
九
拾
七
銭
蔵
厘
ナ
リ
又
官
舎
壹
棟
建
築
竝
二
敷
地
ノ
地
均
周
園
ノ
境
界
竝
｜
一
門
建
築
等
及
工
事
中
雑
件
一
一
係
ル
費
用
ハ
金
壹
萬
千
四
百
六
拾
一
一
一
回
六
拾
萱
銭
四
厘
ヲ
要
シ
而
シ
テ
官
舎
ハ
猶
未
妖
着
手
二
至
ラ
ス
ト
雌
モ
其
他
ハ
巳
一
一
悉
皆
竣
工
セ
リ
尚
ホ
経
リ
一
一
臨
テ
｜
｜
｜
｜
｜
ロ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ァ
リ
當
校
創
立
ノ
費
金
拾
萬
圓
ハ
今
ャ
敷
地
卜
化
シ
建
物
ト
愛
シ
當
校
ノ
資
金
一
一
属
ス
ル
ヲ
以
從
テ
其
保
管
ノ
責
全
ク
當
校
長
一
一
蹄
セ
ン
ト
ス
希
ク
ハ
將
來
一
層
注
意
ア
ラ
ン
事
ヲ
為狂
宅
Jｶｰ 明
治
廿
三
年
十
月
十
日
P
〈
馬
植
物
園
の
外
は
じ
永
年
畑
の
ま
シ
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
危
く
も
大
藏
省
よ
り
公
買
に
附
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た
爲
に
、
急
適
第
二
運
動
場
東
光
原
が
出
来
、
水
泳
場
か
出
來
、
杉
や
桧
の
森
ま
で
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
往
年
に
遡
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
遠
大
な
る
意
圖
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ
て
な
ら
ぬ
。
新腱
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
待
望
の
煉
瓦
建
の
本
舘
は
、
最
も
早
もな
く
一
一
十
一
年
一
一
月
に
起
エ
さ
れ
て
、
一
一
十
二
年
の
八
月
に
は
竣
成
含
噸
し
た
の
で
、
夏
季
休
暇
中
と
り
あ
へ
ず
七
月
十
一
二
日
を
以
て
、
古
酵
城
よ
り
假
移
輔
を
爲
し
た
の
で
あ
る
が
、
弦
に
文
部
當
局
と
の
間
師
に
、
相
當
面
倒
な
交
渉
が
あ
っ
た
や
う
だ
。
即
ち
本
校
は
Ｄ
七
月
方
韮
十
二
日
、
校
長
名
を
以
て
文
部
大
臣
宛
、
「
新
築
本
館
へ
移
縛
候
伽
一
一
付
此
段
御
届
一
一
及
プ
」
と
申
達
し
た
の
に
對
し
、
翌
日
本
省
よ
り
は
、
久
保
田
會
計
局
長
の
名
を
以
て
野
村
校
長
宛
、
「
新
築
本
館
へ
移
縛
ノ
蟻
ハ
何
時
裁
可
ヲ
得
ラ
レ
シ
ヵ
」
と
の
電
報
が
来
た
。
是
に
於
て
野
村
校
長
は
、
十
七
日
、
局
長
宛
、
「
新
築
館
ヲ
當
校
へ
引
文
部
四
等
技
師
正
七
位
久
留
正
道
１
１
１
・
１
１
１
‐
刎
川
Ｊ
，
－
‐
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｈ
句
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
ー
勺
凧
爬
呵
●
７
ｈ
畳
１
１
Ｊ
〈建
築
の
苦
凹
材
木
運
搬
頚
調
字軋癬
ぱⅡ■r
寺凸弓■
工４口い,
:.`､鰯"＿
■
》
【
一
叩
『
□
上
側
ｒ
・
‐
Ｐ
Ｊ
Ｎ
－
Ｇ
，
唖
ノ弔
〆
聯
Ｒ
Ｐ
ｐ
』
〒
て
ｗ
企
ｒ
無
．
町～ロ 云可 写牛･にｹﾅJｆＬ田口
や■山
■0
■Q
己、
■
四
訳
詞
５
口
算
０
・
印
坏
叱
’
肘
』
．
ご
－
Ｗ
瀞
《
知
蝉
瞬
，
泰
勝
寺
参
道
下
に
、
煉
瓦
焼
場
を
栫
へ
て
製
造
し
、
建
築
用
の
標
一
一
十
六
本
は
、
球
磨
郡
皆
越
村
字
八
久
保
の
官
有
林
中
盗
伐
せ
ら
れ
た
も
の
を
擁
下
げ
て
之
を
運
ん
だ
こ
と
が
、
次
の
「
材
木
運
搬
費
調
」
や
そ
の
他
の
記
録
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
１
１
，
！
Ｊ
Ｐ
ｑ
６
・
Ｉ
時
Ｔ
・
｛
■
’
皆
越
村
字
八
久
保
三
等
山
林
之
内
一
櫛
材
木
訴
罎
罐
鐸
シ
オ
拾
七
本
Ｑ
〆 一
同
匪
罎
鐇
雫
『
九
本
｜
金
武
拾
一
宣
圓
恰
鐘
四
厘
鰄
蕾
壼
砿
毬
禄
噸
露
座
ル
分
一
金
翫
百
拾
七
回
拾
四
銭
八
厘
郭
嘩
三
榊
隷
拝
葎
輕
鍬
賃
一
金
一
一
一
拾
回
道
路
難
所
一
一
付
遺
作
賃
合
計
威
百
六
拾
八
回
試
拾
五
銭
威
厘
但
尺
〆
壹
本
一
一
付
四
回
七
銭
九
厘
六
餘
材
木
運
搬
費
調
此
尺
〆
六
拾
五
本
八
分
九
ノ
四
毛
金
三
拾
登
回
六
拾
五
銭
六
厘
所
在
健
ノ
便
格
尺
〆
登
本
一
一
付
四
拾
八
銭
○
四
○
七
餘
第
一
一
一
章
新
校
建
築
と
共
後
の
第
五
高
等
中
學
校
１
０
口
。
〆
７
１
Ｇ
］
・
汽
柵
卒
，
功
第
三
章
新
校
建
築
と
共
後
の
莱
五
高
等
中
學
校
や
Ｊ
１
右
運
搬
一
一
係
ル
費
用
■
１
「
１
１
１
１
１
「
！
度
々
の
書
面
竝
に
電
報
の
往
復
を
経
て
、
八
月
十
七
日
付
校
長
名
を
以
て
、
榎
本
文
部
大
臣
宛
移
鱒
屈
を
出
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
本
校
移
輔
の
日
付
証
官
報
の
記
事
や
本
校
一
覧
の
文
と
相
違
す
る
所
以
で
あ
る
。
序
に
他
校
に
及
べ
ば
、
｜
高
は
同
年
三
月
、
｜
｜
｜
高
は
同
年
八
月
、
四
高
は
翌
年
四
月
に
移
縛
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
物
理
實
駿
場
、
化
學
實
駿
場
等
順
次
竣
エ
し
た
の
で
あ
る
が
、
廣
菱
無
慮
五
識
萬
一
千
餘
坪
の
地
域
に
、
’
’
’
百
坪
に
垂
ん
と
す
る
堂
を
た
る
一
一
階
建
赤
煉
瓦
の
本
館
を
よ
り
始
め
と
し
て
、
大
小
幾
多
の
建
物
が
建
ち
揃
ひ
、
而
も
〈
７
と
異
り
、
當
時
の
篇
眞
に
於
見
酢
て
見
る
如
く
、
校
域
に
は
一
本
の
大
樹
も
無
く
、
附
近
に
も
亦
，
濟
々
髪
や
高
等
工
業
識
學
校
も
無
く
、
氷
へ
に
蒻
蔚
と
し
て
翠
緑
を
湛
へ
て
ゐ
ろ
龍
田
山
を
背
景
と
し
て
、
目
籠
も
鮮
か
な
る
赤
煉
瓦
の
本
館
は
、
眞
に
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
た
る
の
名
に
相
應
は
の
癖
し
く
、
熊
本
に
於
け
る
一
偉
観
と
も
な
り
、
｜
名
所
と
も
な
っ
た
こ
と
は
⑯
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
恩
ふ
。
殊
に
、
九
州
鐡
道
は
、
二
十
一
年
一
月
を
以
て
、
線
路
實
測
を
完
了
し
、
門
司
遠
賀
川
間
、
博
多
久
留
米
間
、
高
瀬
熊
本
間
は
、
何
れ
も
同
年
七
月
を
以
て
起
工
し
，
久
留
米
高
瀬
間
は
翌
年
七
月
に
起
工
し
心
高
瀬
熊
本
間
の
竣
工
期
限
は
、
二
十
五
年
六
月
に
な
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
状
態
で
、
運
輸
の
不
便
や
費
用
の
節
約
か
ら
し
て
Ｄ
本
校
の
東
側
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授業開始
の經緯
野村校長
の
非
職
シカゴ世
堺榊鯛輸
築
圃
の
出
口函．
二
十
二
年
の劇震と
本校
新築校舍内一一移縛シ同所一一於テ校務取扱候條此旨廣告ス」との廣告を掲げた。職員生徒の誇りは勿論、熊本縣人
の誇りともなった。一一十五年には、シカゴ府の世界博覧倉にまで、建築圖を出品するほど日本的のものであっ
た。（第一一篇第一章第四節参看）門衛日記を綴けば、連日遠近よりの参観人の應接に邉なき状態で縣外の修學
旅行なども、本校の大蓮動會を期してやって來ると一六ふ程であった。
然ｂ而して新校に於ける授業始開に就いては、九月四日付校長の名を以て文部大臣宛、
本校建築上ノ都合モ有之來ル十一日ヨリ直チニ授業ヲ開キ候場合一一立チ至り難キ事情相生シ可申哉ト懸念候間
時宜ニョリ同日以後一週間許休業致度此段豫〆伺出候至急電報ヲ以テ御指令奉仰候也
と何を立てたのに、本省よりは如何なる事情か返電が來ないので、更に催促の電報を發したが、九月十六日午前
一一時着を以て、「本月四日付時宜ニョリ臨時休業ノ儀ハ伺之通」との返電に接してゐる。か』ろ間に野村校長は非
職を命ぜられ、左に掲げる暇引渡の公文の如きも、宛名は西邨校長事務取扱となってゐる。
第一一一章新校建築と其後の第五高等中學校
一一一一一
〆翫百九拾九回九拾銭八厘
尺〆萱本二付金四回五拾五銭壹厘三毛七
而して礎石其他の石材は、熊本城の西方石榊山方面に求め、基礎工事に使った栗石は、白川の河原より之を運
ばしめたが〈爲に石帥山の形が鍵ｂ、附近の白川には栗石が無くなったと、當時使用された人達も語ってゐるく
らゐである。中にも本館の基礎の如きは、九尺に九尺を掘下げ、鯵しい程の栗石を入れて固めたと云ふことは、
一一十一一年七月一一十八日午後十一時四十分に起った劇震竝に翌一一十九日梢彊一一十一一一回輕震十四回、一一一十日鞘弱五回
輕震十回、一一一十一日積掴一同輕震十一一回、八月一日梢躯一同輕震六回と、當地未曾有の大地震に、民家の倒壊熊
本市一一一十一戸半潰十七戸、飽田郡漬家百四十九戸竿潰百七十四戸、その外多数あり、熊本市厘死一一一人負傷五人、
飽田郡墜死十五人負傷一一一十四人の外。人畜の死傷も少からす、その震災叡聞に達して、畏くも天皇陛下より
は金一千回、皇后陛下よりは金一一一百圓の御下賜があった程であるのに、本校には些かの被害も無かったことでも
察せられる。星霜弦に五十年、その間煉瓦の建物には、少しも手を加へないのに、本校を訪れる人々は、異口同
Ｑ
一昔に、時々洗ひ瀞めるだらうと一一一一回ふ程鮮かでもあり、又元氣溌刺たる若人が、幾千人となく，否、延べて数へて
見れば。幾十萬人となく出入したのに、階段や戸窓の如き、最も動かされた部分に至るまで、少しの破損歪曲も
なく、床板だけは、昨昭和十一年の夏に取替へられたのではあるが、衛生保健の上が主なる原因で、取はずした
床板を見て、驚いたくらゐである。
かくて本校は、一一十一一年七月二十日の官報にＰ十一一一日付校名を以て、「當校自今熊本縣飽田郡黒髪（薑立田）村
熊第二二五號
第五高等中學校本校及生徒控所之儀落成二付同校長へ假リ」一引渡シ候様本省ヨリ申來依テ右假リ一一御引渡シ申
候條御受取有之度此段申進候也
明治一一十一一年九月一一一十日
第五高等中學校建築工事主任蒲原忠藏
マ
℃
『
ｂ
第五高等中學校長西村貞殿
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
一一一一一一
蕊
新校移輔
直後の職
員生徒数
新聞廣告
料調開校式日
決定の経
緯
文部省久保田會計局長殿
かくて前掲の落成報告にもある如く、寄宿舎の竣功を見たのは、翌一一十一一一年一月のことで、一一十一年二月本館
起工以来、殆ど満一一年の歳月を閲して、漸く落成を告げたのである。
而して新校移縛直後の職員は、教諭十人．嘱託教員五人の外、會計主任まで一一十五人となり、開校式の頃は、
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
二一四
而して其後の工事の経過に關しては、左の公文を以て知られる。
拝啓陳ハ當校建築モ目今之様子ヲ察スルニエ夫等モ漸ク減少シ顔ル捗ラザル様被察工事掛員一一就キ寄宿舎落成
ノ期ヲ相尋候モ其期日等確信ヲ得ズ殊一一蒲原工事主任ハ目下不在ニテ右落成期日等ヲ承知スルーー由ナク顔ル苦
慮罷在候然ルー一本校ノ位置ダル貴官モ再一一一御巡覗ニテ御承知ノ通り市街ヲ離し軍二大分縣二通ズル國道ノー側
一一賞リ第一生徒ノ下宿スペキ家屋サヘ乏シク爲〆一一當秋已來多クハ遠距離ヲ通學致居候適を近方一一家屋アルモ
自炊ニァラザレパ家屋ヲ貸與セズ其不便不勘只寄宿舎ノ落成ヲ日々相侍居候次第一一有之其情寳二察入候且ッ學
校一般ノ管理上ヨリ老フルモ可成速一一寄宿致サセズテハ賞一一不便一一有之共他落成ヲ急グノ事情ハ殊更一一陳述セ
ザルモ疾ク御承知ノ事ニテ畢寛右様工事ノ緩力一一相成居候ハ種々ノ御都合モ可有之事ト被存候得共前陳生徒ノ
困難卜云上管理上ノ不便ト云上賞一一苦慮致候一一付可相成ハ本年中一一生徒ヲ寄宿セシメ度候間右不得止事情御洞
察可成至急落成候様御配慮ノ程頻リニ希望致候敬具
明治一一十一一年十一月十一一日
平山校長の外、教授（官制改正に依り、従来の教諭は教授となる。）九人、幹事一人、助教授四人、書記一一一人、嘱
託員十人、雇員十一人、雁外國教師一人、合計四十人を算し、生徒は、二十一一年十月一一一十一日調に依れば、豫科
一級十一人、同一一級五十一人、同一一一級一一一十六人、補充一級六十八人、同一一級四十六人、合計一一百十七人、内、熊本
百一一十一人、幅岡一一十六人、佐賀十八人、大分十七人。鹿兒島九人、長崎六人、宮崎京都各一一人、山口・廣島ｂ
愛媛・高知・兵庫・群馬・山形・秋田・石川各一人となってゐる。
然るに、生徒募集に關する一一十一一年七月十九日の新聞廣告料調に依れば、朝野新聞畑汁ｎ打に卵、東京日日
新聞畑汁訓術生卵、時事新報瓶叶一一耐仁卵、郵便報知新聞旭汁五Ｍ値卵、鹿兒島新聞調一」致一耐彫同、輻岡日日新聞
傾一」川剛鮒朧同、鎮西日報胡一」計一一Ｍ俳回、宮崎新報好き引綱化卵、佐賀新聞軌叶倣玄」卵、大分新聞桁徽昧鴫化卵、
九州日日新聞荊剛垳旺個阯計小剛、熊本新聞刊剛ハ苅一胴比叶駆行、小計七十回一一一十九銭五厘、外に海西日報調蜥
脳勵○、總計七十四回一一一十九銭五厘となってゐる。
既にして本校は、明治一一十一一一年十月十日を卜して新校開校式を墨行し、（――高は一一十四年十月、一一一高は一一十一一年
九月夫々學式）爾來十月十日を以て記念日となしてゐるが、當時に糊って調べて見ると、幾度か期日愛更の後や
うやく決定したもののやうである。（尤も、一一十一、一一十一一の雨年とも、十月十日に入學式を行ってゐる。）即ち最
初は、一一十一一一年四月十四日、校長より文部省技師山口半六宛の回答文にもある如く、六月中旬頃にでも暴行した
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
、一一一五
第二節新校開校式及び官制の改正等
西邨第五高等中學校長事務取扱
